
社 会 福 祉 法 人 日 本 原 荘

編 集 発 行

社 会 福 祉 法 人 　 日 本 原 荘

〒 7 0 8- 1 2 0 5 岡 山 県 津 山 市 新 野 東 1 7 9 7

T E L （ 0 8 6 8 ）3 6- 3 8 3 8

h t t p s: / / w w w. ni h o n b a r a. o r.j p

v ol.1 2 5
令  和  ７ 年 1 0  月 １ 日

ク リ の 木

令 和 ６ 年 度 事 業 報 告

シ リ ー ズ 日 本 原 荘 施 設 紹 介 ⑤

介 護 老 人 保 健 施 設

津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム

成 年 後 見 制 度 に つ い て

T O PI C S 近 況 報 告

令 和 ６ 年 度 事 業 報 告

シ リ ー ズ 日 本 原 荘 施 設 紹 介 ⑤

介 護 老 人 保 健 施 設

津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム

成 年 後 見 制 度 に つ い て

T O PI C S 近 況 報 告



令 和 ７ 年 ７ 月 1 5 日 午 前 1 0 時 か ら 特 別 養 護 老 人

ホ ー ム 日 本 原 荘 会 議 研 修 室 に て 苦 情 解 決 第 三 者 委

員 会 議 を 開 催 し 、 右 の と お り 苦 情 受 付 ・ 解 決 結 果

に つ い て 報 告 し ま す 。

令 和 ６ 年 度 は 急 速 な 物 価 上 昇 を 受 け 、 複 数 あ る 処 遇 改 善 加 算 を 再 編 し つ つ 介 護 報 酬 が 引 き 上 げ ら れ 、 こ れ か ら

の 人 材 確 保 を 見 据 え テ ク ノ ロ ジ ー 活 用 に よ る 生 産 性 向 上 の 取 り 組 み を 強 化 す る 報 酬 改 定 が 行 わ れ 、 併 せ て 在 宅

で 生 活 さ れ る 方 と の 負 担 の 均 衡 を 図 る 観 点 等 か ら 居 住 費 の 見 直 し が あ り ま し た 。

当 法 人 で は 、 生 産 性 の 向 上 等 を 通 じ た 働 き や す い 職 場 環 境 づ く り の 一 環 で 、 各 拠 点 でI C T や 介 護 機 器 を 導 入

し 、 効 率 的 で 安 全 な 介 護 サ ー ビ ス の 提 供 に 努 め て ま い り ま し た 。

ま た 、 良 質 な 介 護 サ ー ビ ス が 提 供 で き る よ う 職 員 の 研 鑽 を 促 し 、 人 材 確 保 の 観 点 で は 子 育 て 世 代 、 高 齢 者 や 外

国 人 材 の 雇 用 に 取 り 組 み ま し た 。

日 常 生 活 圏 域 や 市 内 で の 公 益 活 動 は 、 地 域 連 携 職 員 と 生 活 支 援 サ ポ ー タ ー が 協 力 し て 、 高 齢 者 の 買 い 物 支 援 や

ゴ ミ 出 し 等 を サ ポ ー ト し 、 集 い の 場 も 開 催 し ま し た 。 ま た 、 市 内 の 社 会 福 祉 法 人 と 連 携 し て 、 集 い の 場 へ の 移

送 支 援 や フ ー ド バ ン ク ※ １ 、 フ ー ド ド ラ イ ブ ※ ２ を 行 い ま し た 。

そ し て 、 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 軽 減 制 度 や 無 料 ま た は 低 額 老 人 保 健 施 設 利 用 事 業 ※ 3 を 実 施 し ま し た 。

法 人 単 位 資 金 収 支 計 算 書 の 収 入 面 で は 、 津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム に お い て は 、 常 勤 医 療 専 門 職 を 配 置 し た こ と に

よ る 収 入 増 、 そ の 他 入 所 施 設 に お い て も 稼 働 率 実 績 は 近 年 の 低 水 準 傾 向 か ら 回 復 し 好 調 を 維 持 で き た こ と に よ

り 大 幅 増 収 と な り ま し た 。 半 面 、 短 期 入 所 、 通 所 介 護 事 業 実 績 は 大 幅 減 収 に 至 っ た こ と 等 を 主 な 要 因 と し て 、

当 初 予 算 に 対 し 減 収 と な り ま し た 。

支 出 面 で は 、 人 件 費 支 出 は 費 用 を 抑 え る た め 冬 季 賞 与 の 支 払 割 合 を 前 期 対 比 2 0 ％ 減 と し た こ と に よ り 、 当 初

予 算 に 対 し 減 額 と な り ま し た 。 し か し 、 事 業 費 支 出 に つ い て は 、 給 食 費 支 出 が 食 材 料 費 高 騰 に よ り 増 額 、 保 険

料 も 自 動 車 任 意 保 険 料 増 額 な ど の 理 由 に よ り 前 期 に 対 し 増 額 と な り ま し た 。 事 務 費 支 出 に つ い て も 、 修 繕 費 支

出 が 増 額 と な り 、 手 数 料 支 出 も 特 定 技 能 ５ 名 受 け 入 れ や 勤 怠 管 理 シ ス テ ム 導 入 費 、 福 祉 サ ー ビ ス 第 三 者 評 価 受

審 料 な ど を 要 因 と し て 増 額 と な り ま し た 。

※ １ 食 品 関 連 事 業 者 な ど が 、 賞 味 期 限 内 だ が 販 売 で き な く な っ た 食 品 を 、 福 祉 施 設 や 生 活 困 窮 者 な ど 必 要 と す る 人 々 に 無 償 で 提 供 す る 活 動

※ ２ フ ー ド ド ラ イ ブ は 、 食 品 ロ ス 削 減 と 社 会 貢 献 を 同 時 に 行 う こ と が で き る 活 動 で す 。 家 庭 で 消 費 し き れ な い 食 品 を 、 地 域 の 福 祉 施 設 や フ ー

ド バ ン ク な ど に 寄 付 す る こ と で 、 食 品 を 必 要 と し て い る 人 々 に 届 け る こ と が で き ま す 。

※ ３ 社 会 福 祉 法 第 2 条 第 3 項 第 1 0 号 の 規 定 に 基 づ き 、 生 計 困 難 者 が 経 済 的 な 理 由 に よ っ て 必 要 な 介 護 を 受 け る 機 会 を 制 限 さ れ る こ と の な い よ

う 、 無 料 ま た は 低 額 な 料 金 で 介 護 老 人 保 健 施 設 を 利 用 さ せ る 事 業 。

令 和 ６ 年 度 　 苦 情 受 付 ・ 解 決 結 果 報 告

（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 資 金 収 支 計 算 書

事 業 活 動 収 入 計 1, 6 6 8, 3 2 0, 4 4 3

事 業 活 動 支 出 計 1, 6 1 6, 6 1 7, 8 3 9

事 業 活 動 資 金 収 支 差 額  5 1, 7 0 2, 6 0 4

施 設 整 備 等 収 入 計 2, 8 7 7, 0 0 0

施 設 整 備 等 支 出 計 7 0, 5 9 5, 4 3 7

施 設 整 備 等 資 金 収 支 差 額 （ 6 7, 7 1 8, 4 3 7 ）

そ の 他 の 活 動 収 入 計 1 9, 4 3 2, 6 3 4

そ の 他 の 活 動 支 出 計 2 0, 8 7 4, 4 7 6

そ の 他 の 活 動 資 金 収 支 差 額 （ 1, 4 4 1, 8 4 2 ）

当 期 資 金 収 支 差 額 合 計 （ 1 7, 4 5 7, 6 7 5 ）

前 期 支 払 資 金 残 高 4 1 6, 9 4 7, 7 1 3

今 期 末 支 払 資 金 残 高  3 9 9, 4 9 0, 0 3 8

（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 事 業 活 動 計 算 書

サ ー ビ ス 活 動 収 益 計  1, 6 5 8, 2 7 8, 5 2 1

サ ー ビ ス 活 動 費 用 計  1, 6 7 9, 9 5 0, 3 8 6

サ ー ビ ス 活 動 増 減 差 額 ( 2 1, 6 7 1, 8 6 5 ）

サ ー ビ ス 活 動 外 収 益 計  1 0, 0 4 1, 9 2 2

サ ー ビ ス 活 動 外 費 用 計 8, 0 8 0, 9 1 5

サ ー ビ ス 活 動 外 増 減 差 額  1, 9 6 1, 0 0 7

経 常 増 減 差 額 ( 1 9, 7 1 0, 8 5 8 ）

特 別 収 益 計 2, 8 7 7, 0 0 0

特 別 費 用 計 3, 1 8 5, 0 0 6

特 別 増 減 差 額 ( 3 0 8, 0 0 6 ）

当 期 活 動 増 減 差 額 ( 2 0, 0 1 8, 8 6 4 ）

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額  3 3 9, 9 0 2, 4 0 3

（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 貸 借 対 照 表

令 和 ６ 年 度 　 決 算 報 告

 負 　 債 　 の 　 部

流 動 負 債 1 7 5, 5 1 6, 1 5 5  

固 定 負 債 8 0 6, 6 2 3, 8 0 1  

負 債 の 部 合 計 9 8 2, 1 3 9, 9 5 6  

 純 　 資 　 産 　 の 　 部

基 本 金 6 2 3, 3 4 5, 8 0 7  

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金  6 7 0, 0 8 2, 3 3 2  

そ の 他 の 積 立 金 1 6, 7 1 0, 0 0 0  

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 3 3 9, 9 0 2, 4 0 3  

純 資 産 の 部 合 計 1, 6 5 0, 0 4 0, 5 4 2  

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計  2, 6 3 2, 1 8 0, 4 9 8  

 資 　 産 　 の 　 部

流 動 資 産 4 4 9, 6 2 9, 2 3 1 

固 定 資 産 2, 1 8 2, 5 5 1, 2 6 7 

基 本 財 産 1, 7 7 4, 8 9 0, 4 1 2 

そ の 他 の 固 定 財 産 4 0 7, 6 6 0, 8 5 5 

 

 

 

 

資 産 の 部 合 計 2, 6 3 2, 1 8 0, 4 9 8 

●  令 和 ６ 年 度 苦 情 受 付 ・ 解 決 状 況

苦 情 の 内 容 苦 情 件 数  解 決 済 件 数

ケ ア の 内 容 に 関 す る 苦 情 2 件  2 件

職 員 の 言 動 及 び 態 度 に 関 す る 苦 情  0 件  0 件

そ の 他 の 苦 情 0 件  0 件

　 　 　 　 合 　 　 　 　 　 計 2 件  2 件

法 人 全 体

地  域 に お け る 公 益  的 な 取 り 組 み 実  施  状  況

❶ 生  活 支  援 サ ポ ー タ ー と 協 働 に よ る

　 高 齢 者 世 帯 へ の 生 活 支 援 の 実 施

❷ 在 宅 高 齢 者 向 け の 相 談 窓 口 を 設 置 し 、

　 勝 北 圏 域 内 の 高 齢 者 ニ ー ズ 把 握 の 実 施

❸ 独 居 高 齢 者 、 高 齢 者 世 帯 を 対 象 と し た

　 配 食 サ ー ビ ス の 実 施

❹ 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 活 動 （ 令 和 ６ 年 度 　 実 績 な し ）

❺ 障 害 者 の 中 間 就 労 支 援

❻ 勝 北 集 い の 場 「 福 ち ゃ ん 家 」 の 設 置 運 営

❼ 中 学 校 ・ 専 門 学 校 等 の 福 祉 教 育 活 動 に お け る 職 員 派 遣

❽ 災 害 時 に お け る 各 種 支 援 活 動 の 実 施

❾ 生 活 困 窮 者 に 対 す る 物 資 支 援

実 施 事 業 内 容

❶ 入 所 施 設

❷ 在 宅 サ ー ビ ス

　 　 Ⅰ 通 所 介 護 　 Ⅱ 短 期 入 所 事 業 　 Ⅲ 訪 問 介 護

　 　 Ⅳ 居 宅 介 護 支 援  　 Ⅴ 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

❸ 放 課 後 学 童 保 育 事 業

　 （ 令  和 ７ 年 ３ 月 3 1 日 付 、 事  業  受 託  終 了 ）

❹ 配 食 サ ー ビ ス 事 業 （ 配 食 数 5, 7 4 3 食 ）

❺ 社 会 福 祉 法 人 等 に よ る

　 利 用 者 負 担 軽 減 制 度 お よ び 無 料 ま た は

　 低 額 介 護 老 人 保 健 施 設 利 用 事 業

　 軽 減 金 額 　 1, 5 6 4 千 円

❻ 生 活 支 援 サ ポ ー タ ー 活 動

　 （  訪  問  実  績  件  数 2 7 4  回 ）

特 　 養 日 本 原 荘 （ 従 来 型 ）  3 8 名

特 　 養 日 本 原 荘 （ ユ ニ ッ ト 型 ）  8 0 名

特 　 養 第 ３ 日 本 原 荘 5 0 名

軽 　 費 第 ２ 日 本 原 荘 5 0 名

老 　 健 津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム  9 2 名

特 　 養 総 合 ケ ア サ ー ビ ス セ ン タ ー か つ た  2 9 名

特 定 ・ 一 般 ケ ア ハ ウ ス か つ た  2 0 名

令  和 ６ 年 度 社 会 福 祉 法 人 日 本 原 荘

事 業 報 告
詳 し く は

日 本 原 荘 ホ ー ム ペ ー ジ で ご 確 認 く だ さ い
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令 和 ７ 年 ７ 月 1 5 日 午 前 1 0 時 か ら 特 別 養 護 老 人

ホ ー ム 日 本 原 荘 会 議 研 修 室 に て 苦 情 解 決 第 三 者 委

員 会 議 を 開 催 し 、 右 の と お り 苦 情 受 付 ・ 解 決 結 果

に つ い て 報 告 し ま す 。

令 和 ６ 年 度 は 急 速 な 物 価 上 昇 を 受 け 、 複 数 あ る 処 遇 改 善 加 算 を 再 編 し つ つ 介 護 報 酬 が 引 き 上 げ ら れ 、 こ れ か ら

の 人 材 確 保 を 見 据 え テ ク ノ ロ ジ ー 活 用 に よ る 生 産 性 向 上 の 取 り 組 み を 強 化 す る 報 酬 改 定 が 行 わ れ 、 併 せ て 在 宅

で 生 活 さ れ る 方 と の 負 担 の 均 衡 を 図 る 観 点 等 か ら 居 住 費 の 見 直 し が あ り ま し た 。

当 法 人 で は 、 生 産 性 の 向 上 等 を 通 じ た 働 き や す い 職 場 環 境 づ く り の 一 環 で 、 各 拠 点 でI C T や 介 護 機 器 を 導 入

し 、 効 率 的 で 安 全 な 介 護 サ ー ビ ス の 提 供 に 努 め て ま い り ま し た 。

ま た 、 良 質 な 介 護 サ ー ビ ス が 提 供 で き る よ う 職 員 の 研 鑽 を 促 し 、 人 材 確 保 の 観 点 で は 子 育 て 世 代 、 高 齢 者 や 外

国 人 材 の 雇 用 に 取 り 組 み ま し た 。

日 常 生 活 圏 域 や 市 内 で の 公 益 活 動 は 、 地 域 連 携 職 員 と 生 活 支 援 サ ポ ー タ ー が 協 力 し て 、 高 齢 者 の 買 い 物 支 援 や

ゴ ミ 出 し 等 を サ ポ ー ト し 、 集 い の 場 も 開 催 し ま し た 。 ま た 、 市 内 の 社 会 福 祉 法 人 と 連 携 し て 、 集 い の 場 へ の 移

送 支 援 や フ ー ド バ ン ク ※ １ 、 フ ー ド ド ラ イ ブ ※ ２ を 行 い ま し た 。

そ し て 、 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 軽 減 制 度 や 無 料 ま た は 低 額 老 人 保 健 施 設 利 用 事 業 ※ 3 を 実 施 し ま し た 。

法 人 単 位 資 金 収 支 計 算 書 の 収 入 面 で は 、 津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム に お い て は 、 常 勤 医 療 専 門 職 を 配 置 し た こ と に

よ る 収 入 増 、 そ の 他 入 所 施 設 に お い て も 稼 働 率 実 績 は 近 年 の 低 水 準 傾 向 か ら 回 復 し 好 調 を 維 持 で き た こ と に よ

り 大 幅 増 収 と な り ま し た 。 半 面 、 短 期 入 所 、 通 所 介 護 事 業 実 績 は 大 幅 減 収 に 至 っ た こ と 等 を 主 な 要 因 と し て 、

当 初 予 算 に 対 し 減 収 と な り ま し た 。

支 出 面 で は 、 人 件 費 支 出 は 費 用 を 抑 え る た め 冬 季 賞 与 の 支 払 割 合 を 前 期 対 比 2 0 ％ 減 と し た こ と に よ り 、 当 初

予 算 に 対 し 減 額 と な り ま し た 。 し か し 、 事 業 費 支 出 に つ い て は 、 給 食 費 支 出 が 食 材 料 費 高 騰 に よ り 増 額 、 保 険

料 も 自 動 車 任 意 保 険 料 増 額 な ど の 理 由 に よ り 前 期 に 対 し 増 額 と な り ま し た 。 事 務 費 支 出 に つ い て も 、 修 繕 費 支

出 が 増 額 と な り 、 手 数 料 支 出 も 特 定 技 能 ５ 名 受 け 入 れ や 勤 怠 管 理 シ ス テ ム 導 入 費 、 福 祉 サ ー ビ ス 第 三 者 評 価 受

審 料 な ど を 要 因 と し て 増 額 と な り ま し た 。

※ １ 食 品 関 連 事 業 者 な ど が 、 賞 味 期 限 内 だ が 販 売 で き な く な っ た 食 品 を 、 福 祉 施 設 や 生 活 困 窮 者 な ど 必 要 と す る 人 々 に 無 償 で 提 供 す る 活 動

※ ２ フ ー ド ド ラ イ ブ は 、 食 品 ロ ス 削 減 と 社 会 貢 献 を 同 時 に 行 う こ と が で き る 活 動 で す 。 家 庭 で 消 費 し き れ な い 食 品 を 、 地 域 の 福 祉 施 設 や フ ー

ド バ ン ク な ど に 寄 付 す る こ と で 、 食 品 を 必 要 と し て い る 人 々 に 届 け る こ と が で き ま す 。

※ ３ 社 会 福 祉 法 第 2 条 第 3 項 第 1 0 号 の 規 定 に 基 づ き 、 生 計 困 難 者 が 経 済 的 な 理 由 に よ っ て 必 要 な 介 護 を 受 け る 機 会 を 制 限 さ れ る こ と の な い よ

う 、 無 料 ま た は 低 額 な 料 金 で 介 護 老 人 保 健 施 設 を 利 用 さ せ る 事 業 。

令 和 ６ 年 度 　 苦 情 受 付 ・ 解 決 結 果 報 告

（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 資 金 収 支 計 算 書

事 業 活 動 収 入 計 1, 6 6 8, 3 2 0, 4 4 3

事 業 活 動 支 出 計 1, 6 1 6, 6 1 7, 8 3 9

事 業 活 動 資 金 収 支 差 額  5 1, 7 0 2, 6 0 4

施 設 整 備 等 収 入 計 2, 8 7 7, 0 0 0

施 設 整 備 等 支 出 計 7 0, 5 9 5, 4 3 7

施 設 整 備 等 資 金 収 支 差 額 （ 6 7, 7 1 8, 4 3 7 ）

そ の 他 の 活 動 収 入 計 1 9, 4 3 2, 6 3 4

そ の 他 の 活 動 支 出 計 2 0, 8 7 4, 4 7 6

そ の 他 の 活 動 資 金 収 支 差 額 （ 1, 4 4 1, 8 4 2 ）

当 期 資 金 収 支 差 額 合 計 （ 1 7, 4 5 7, 6 7 5 ）

前 期 支 払 資 金 残 高 4 1 6, 9 4 7, 7 1 3

今 期 末 支 払 資 金 残 高  3 9 9, 4 9 0, 0 3 8

（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 事 業 活 動 計 算 書

サ ー ビ ス 活 動 収 益 計  1, 6 5 8, 2 7 8, 5 2 1

サ ー ビ ス 活 動 費 用 計  1, 6 7 9, 9 5 0, 3 8 6

サ ー ビ ス 活 動 増 減 差 額 ( 2 1, 6 7 1, 8 6 5 ）

サ ー ビ ス 活 動 外 収 益 計  1 0, 0 4 1, 9 2 2

サ ー ビ ス 活 動 外 費 用 計 8, 0 8 0, 9 1 5

サ ー ビ ス 活 動 外 増 減 差 額  1, 9 6 1, 0 0 7

経 常 増 減 差 額 ( 1 9, 7 1 0, 8 5 8 ）

特 別 収 益 計 2, 8 7 7, 0 0 0

特 別 費 用 計 3, 1 8 5, 0 0 6

特 別 増 減 差 額 ( 3 0 8, 0 0 6 ）

当 期 活 動 増 減 差 額 ( 2 0, 0 1 8, 8 6 4 ）

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額  3 3 9, 9 0 2, 4 0 3

（  単  位 ： 円  ）●  法 人 単 位 貸 借 対 照 表

令 和 ６ 年 度 　 決 算 報 告

 負 　 債 　 の 　 部

流 動 負 債 1 7 5, 5 1 6, 1 5 5  

固 定 負 債 8 0 6, 6 2 3, 8 0 1  

負 債 の 部 合 計 9 8 2, 1 3 9, 9 5 6  

 純 　 資 　 産 　 の 　 部

基 本 金 6 2 3, 3 4 5, 8 0 7  

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金  6 7 0, 0 8 2, 3 3 2  

そ の 他 の 積 立 金 1 6, 7 1 0, 0 0 0  

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 3 3 9, 9 0 2, 4 0 3  

純 資 産 の 部 合 計 1, 6 5 0, 0 4 0, 5 4 2  

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計  2, 6 3 2, 1 8 0, 4 9 8  

 資 　 産 　 の 　 部

流 動 資 産 4 4 9, 6 2 9, 2 3 1 

固 定 資 産 2, 1 8 2, 5 5 1, 2 6 7 

基 本 財 産 1, 7 7 4, 8 9 0, 4 1 2 

そ の 他 の 固 定 財 産 4 0 7, 6 6 0, 8 5 5 

 

 

 

 

資 産 の 部 合 計 2, 6 3 2, 1 8 0, 4 9 8 

●  令 和 ６ 年 度 苦 情 受 付 ・ 解 決 状 況

苦 情 の 内 容 苦 情 件 数  解 決 済 件 数

ケ ア の 内 容 に 関 す る 苦 情 2 件  2 件

職 員 の 言 動 及 び 態 度 に 関 す る 苦 情  0 件  0 件

そ の 他 の 苦 情 0 件  0 件

　 　 　 　 合 　 　 　 　 　 計 2 件  2 件

法 人 全 体

地  域 に お け る 公 益  的 な 取 り 組 み 実  施  状  況

❶ 生  活 支  援 サ ポ ー タ ー と 協 働 に よ る

　 高 齢 者 世 帯 へ の 生 活 支 援 の 実 施

❷ 在 宅 高 齢 者 向 け の 相 談 窓 口 を 設 置 し 、

　 勝 北 圏 域 内 の 高 齢 者 ニ ー ズ 把 握 の 実 施

❸ 独 居 高 齢 者 、 高 齢 者 世 帯 を 対 象 と し た

　 配 食 サ ー ビ ス の 実 施

❹ 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 活 動 （ 令 和 ６ 年 度 　 実 績 な し ）

❺ 障 害 者 の 中 間 就 労 支 援

❻ 勝 北 集 い の 場 「 福 ち ゃ ん 家 」 の 設 置 運 営

❼ 中 学 校 ・ 専 門 学 校 等 の 福 祉 教 育 活 動 に お け る 職 員 派 遣

❽ 災 害 時 に お け る 各 種 支 援 活 動 の 実 施

❾ 生 活 困 窮 者 に 対 す る 物 資 支 援

実 施 事 業 内 容

❶ 入 所 施 設

❷ 在 宅 サ ー ビ ス

　 　 Ⅰ 通 所 介 護 　 Ⅱ 短 期 入 所 事 業 　 Ⅲ 訪 問 介 護

　 　 Ⅳ 居 宅 介 護 支 援  　 Ⅴ 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

❸ 放 課 後 学 童 保 育 事 業

　 （ 令  和 ７ 年 ３ 月 3 1 日 付 、 事  業  受 託  終 了 ）

❹ 配 食 サ ー ビ ス 事 業 （ 配 食 数 5, 7 4 3 食 ）

❺ 社 会 福 祉 法 人 等 に よ る

　 利 用 者 負 担 軽 減 制 度 お よ び 無 料 ま た は

　 低 額 介 護 老 人 保 健 施 設 利 用 事 業

　 軽 減 金 額 　 1, 5 6 4 千 円

❻ 生 活 支 援 サ ポ ー タ ー 活 動

　 （  訪  問  実  績  件  数 2 7 4  回 ）

特 　 養 日 本 原 荘 （ 従 来 型 ）  3 8 名

特 　 養 日 本 原 荘 （ ユ ニ ッ ト 型 ）  8 0 名

特 　 養 第 ３ 日 本 原 荘 5 0 名

軽 　 費 第 ２ 日 本 原 荘 5 0 名

老 　 健 津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム  9 2 名

特 　 養 総 合 ケ ア サ ー ビ ス セ ン タ ー か つ た  2 9 名

特 定 ・ 一 般 ケ ア ハ ウ ス か つ た  2 0 名

令  和 ６ 年 度 社 会 福 祉 法 人 日 本 原 荘

事 業 報 告
詳 し く は

日 本 原 荘 ホ ー ム ペ ー ジ で ご 確 認 く だ さ い

h t t p s: / / w w w. ni h o n b ar a. or.j p /i nf o
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介 護 老 人 保 健 施 設

津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム

今 回 は 、

ご  紹  介 し ま す 。

に つ い て

シ リ ー ズ  日 本 原 荘 施 設 紹 介 ⑤

津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム  ☎ 0 8 6 8 - 3 1 - 7 1 1 1  ま でお 問 い 合 わ せ 先 ・ ご 不 明 な 点 は

　 「 ろ う け ん ＝ 介 護 老 人 保 健 施 設 」 は 、 介 護 を 必 要 と す る 高 齢 者 の 自 立 を 支 援 し 、 家 庭 へ の 復 帰 を 目 指 す た め

に 、 医 師 に よ る 医 学 的 管 理 の 下 、 看 護 ・ 介 護 と い っ た ケ ア は も と よ り 、 作 業 療 法 士 や 理 学 療 法 士 な ど に よ る リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン 、 ま た 、 栄 養 管 理 ・ 食 事 ・ 入 浴 な ど の 日 常 サ ー ビ ス ま で 併 せ て 提 供 す る 施 設 で す 。

「 ろ う け ん ＝ 介 護 老 人 保 健 施 設 」 っ て ど ん な 所 ？

利 用 に つ い て は た と え ば こ ん な イ メ ー ジ で す

地 域 に 根 ざ し 、

愛 さ れ る 施 設 を 目 指 し て

　 津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム は 平 成 ８ 年 1 1 月 の 開 所 以 来 、 地 域

に 開 か れ た 施 設 と し て 歩 ん で き ま し た 。

　 介 護 を 必 要 と す る 高 齢 者 へ の 自 立 支 援 活 動 を 通 じ 、 こ れ

か ら も 在 宅 ケ ア の 拠 点 と な る こ と を 目 指 し て 、 ご 利 用 者 ・

ご 家 族 の 皆 さ ま が 快 適 に 自 分 ら し い 日 常 生 活 を 送 れ る よ う

サ ポ ー ト し て い き ま す 。

通  所 リ ハ ビ リ テ  ー  シ ョ ン
（  デ イ ケ ア ）

短 期 入 所 療 養 介 護
（  シ ョ ー ト ス  テ イ ）

介 護 老 人 保 健 施 設

　 ご 利 用 い た だ け る 方 は 、 病 状

が 安 定 し て い て 入 院 治 療 の 必 要

が な く 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を

必 要 と さ れ て い る 要 介 護 度 １ ～

５ の 方 で す 。

● １ 階 認 知 症 専 門 棟
　 （ 認 知 症 自 立 度 Ⅲ 以 上 の 方 ） 

　 5 0 床 （ 多 床 室 1 2 、 個 室 ５ ）

● ２ 階 虚 弱 棟
　 4 2 床 （ 多 床 室 ９ 、 従 来 型 個 室 ６ ）

　 短 期 間 、 施 設 に 入 所 し 、 医 療

的 管 理 の 下 で 看 護 、 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 、 日 常 生 活 に 必 要 な

介 護 を 受 け る こ と が で き ま す 。

　 ま た 、 ご 家 族 の 身 体 的 お よ び

精 神 的 介 護 負 担 の 軽 減 も 目 的 と

し て い ま す 。

● 空 床 利 用 型 ● 定 員 　 2 0 名

　 施 設 に 通 い 、 心 身 機 能 の 維

持 や 回 復 を め ざ し て 専 門 的 な リ

ハ ビ リ を 受 け る こ と が で き ま

す 。 ま た 、 食 事 や 入 浴 な ど の 介

護 サ ー ビ ス や 、 さ ま ざ ま な レ ク

リ エ ー シ ョ ン に 取 り 組 み 、 利 用

者 の 心 身 の リ フ レ ッ シ ュ を 図 り

ま す 。

リ ハ ビ リ の  様  子書 道 の 様 子作  品  づ  く り

さ ま ざ ま な  専  門  職  が “  チ  ー ム”  で ご  利  用  者  の  生  活 を  支  え ま す ！

通  所 リ ハ ビ リ の  様  子

病 　 院

介 護 老 人 保 健 施 設

退  所 （  在  宅  復  帰  ）
在 宅 復 帰 前 の

退 所 前 訪 問 指 導 の 様 子

入 所

通 所
リ ハ ビ リ

入 所 ・ 短 期 入 所

グ ル  ー プ ホ ー ム

在 宅  復  帰 前 の 居 宅 サ ー ビ ス ▶

担 当 者 会 議 の 様 子

　 “ 退 所 前 訪 問 指 導” 実 施 。 在 宅 復 帰 す る 自 宅 な ど を 訪

問 し 、 快 適 に 過 ご す た め に 必 要 な こ と を 考 え ま す 。

　 ま た 、 退 所 後 の 生 活 に 不 安 が な い よ う に “ ケ ア マ ネ

ジ ャ ー” や“ 介 護 事 業 所” と 連 携 を 図 り ま す 。

入 所 中 の 生 活

在 宅 復 帰 支 援 … 自 立 生 活 に 向 け た 準 備 と 環 境 調 整

医 療 管 理 … … … 継 続 的 な 健 康 状 態 の 観 察 と 管 理

機 能 訓 練 … … … 日 常 生 活 動 作 の 改 善 と 維 持

栄 養 管 理 … … … 栄 養 状 態 の 改 善 と 維 持

生 活 支 援 … … … 食 事 ・ 入 浴 ・ 排 泄 な ど 日 常 的 な 介 護

退  院  し て  老  健  に  入  所  す る

“ 入 所 後 訪 問 指 導” 実 施 。

　 在 宅 復 帰 を 想 定 し て 自 宅

訪 問 し 、 家 に 帰 る た め に 必

要 な こ と を 考 え ま す 。

老  健 を 退  所  す る （ 自 宅 な ど 退 所 後 の 生 活 に 向 け ）
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介 護 老 人 保 健 施 設

津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム

今 回 は 、

ご  紹  介 し ま す 。

に つ い て

シ リ ー ズ  日 本 原 荘 施 設 紹 介 ⑤

津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム  ☎ 0 8 6 8 - 3 1 - 7 1 1 1  ま でお 問 い 合 わ せ 先 ・ ご 不 明 な 点 は

　 「 ろ う け ん ＝ 介 護 老 人 保 健 施 設 」 は 、 介 護 を 必 要 と す る 高 齢 者 の 自 立 を 支 援 し 、 家 庭 へ の 復 帰 を 目 指 す た め

に 、 医 師 に よ る 医 学 的 管 理 の 下 、 看 護 ・ 介 護 と い っ た ケ ア は も と よ り 、 作 業 療 法 士 や 理 学 療 法 士 な ど に よ る リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン 、 ま た 、 栄 養 管 理 ・ 食 事 ・ 入 浴 な ど の 日 常 サ ー ビ ス ま で 併 せ て 提 供 す る 施 設 で す 。

「 ろ う け ん ＝ 介 護 老 人 保 健 施 設 」 っ て ど ん な 所 ？

利 用 に つ い て は た と え ば こ ん な イ メ ー ジ で す

地 域 に 根 ざ し 、

愛 さ れ る 施 設 を 目 指 し て

　 津 山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム は 平 成 ８ 年 1 1 月 の 開 所 以 来 、 地 域

に 開 か れ た 施 設 と し て 歩 ん で き ま し た 。

　 介 護 を 必 要 と す る 高 齢 者 へ の 自 立 支 援 活 動 を 通 じ 、 こ れ

か ら も 在 宅 ケ ア の 拠 点 と な る こ と を 目 指 し て 、 ご 利 用 者 ・

ご 家 族 の 皆 さ ま が 快 適 に 自 分 ら し い 日 常 生 活 を 送 れ る よ う

サ ポ ー ト し て い き ま す 。

通  所 リ ハ ビ リ テ  ー  シ ョ ン
（  デ イ ケ ア ）

短 期 入 所 療 養 介 護
（  シ ョ ー ト ス  テ イ ）

介 護 老 人 保 健 施 設

　 ご 利 用 い た だ け る 方 は 、 病 状

が 安 定 し て い て 入 院 治 療 の 必 要

が な く 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を

必 要 と さ れ て い る 要 介 護 度 １ ～

５ の 方 で す 。

● １ 階 認 知 症 専 門 棟
　 （ 認 知 症 自 立 度 Ⅲ 以 上 の 方 ） 

　 5 0 床 （ 多 床 室 1 2 、 個 室 ５ ）

● ２ 階 虚 弱 棟
　 4 2 床 （ 多 床 室 ９ 、 従 来 型 個 室 ６ ）

　 短 期 間 、 施 設 に 入 所 し 、 医 療

的 管 理 の 下 で 看 護 、 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 、 日 常 生 活 に 必 要 な

介 護 を 受 け る こ と が で き ま す 。

　 ま た 、 ご 家 族 の 身 体 的 お よ び

精 神 的 介 護 負 担 の 軽 減 も 目 的 と

し て い ま す 。

● 空 床 利 用 型 ● 定 員 　 2 0 名

　 施 設 に 通 い 、 心 身 機 能 の 維

持 や 回 復 を め ざ し て 専 門 的 な リ

ハ ビ リ を 受 け る こ と が で き ま

す 。 ま た 、 食 事 や 入 浴 な ど の 介

護 サ ー ビ ス や 、 さ ま ざ ま な レ ク

リ エ ー シ ョ ン に 取 り 組 み 、 利 用

者 の 心 身 の リ フ レ ッ シ ュ を 図 り

ま す 。

リ ハ ビ リ の  様  子書 道 の 様 子作  品  づ  く り

さ ま ざ ま な  専  門  職  が “  チ  ー ム”  で ご  利  用  者  の  生  活 を  支  え ま す ！

通  所 リ ハ ビ リ の  様  子

病 　 院

介 護 老 人 保 健 施 設

退  所 （  在  宅  復  帰  ）
在 宅 復 帰 前 の

退 所 前 訪 問 指 導 の 様 子

入 所

通 所
リ ハ ビ リ

入 所 ・ 短 期 入 所

グ ル  ー プ ホ ー ム

在 宅  復  帰 前 の 居 宅 サ ー ビ ス ▶

担 当 者 会 議 の 様 子

　 “ 退 所 前 訪 問 指 導” 実 施 。 在 宅 復 帰 す る 自 宅 な ど を 訪

問 し 、 快 適 に 過 ご す た め に 必 要 な こ と を 考 え ま す 。

　 ま た 、 退 所 後 の 生 活 に 不 安 が な い よ う に “ ケ ア マ ネ

ジ ャ ー” や“ 介 護 事 業 所” と 連 携 を 図 り ま す 。

入 所 中 の 生 活

在 宅 復 帰 支 援 … 自 立 生 活 に 向 け た 準 備 と 環 境 調 整

医 療 管 理 … … … 継 続 的 な 健 康 状 態 の 観 察 と 管 理

機 能 訓 練 … … … 日 常 生 活 動 作 の 改 善 と 維 持

栄 養 管 理 … … … 栄 養 状 態 の 改 善 と 維 持

生 活 支 援 … … … 食 事 ・ 入 浴 ・ 排 泄 な ど 日 常 的 な 介 護

退  院  し て  老  健  に  入  所  す る

“ 入 所 後 訪 問 指 導” 実 施 。

　 在 宅 復 帰 を 想 定 し て 自 宅

訪 問 し 、 家 に 帰 る た め に 必

要 な こ と を 考 え ま す 。

老  健 を 退  所  す る （ 自 宅 な ど 退 所 後 の 生 活 に 向 け ）
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　 成 年 後 見 制 度 は 、1 9 9 9 年 の 民 法 改 正 に よ り そ れ ま で の 禁 治 産 制 度 に か わ り 、2 0 0 0 年 ４ 月 １ 日 に 開 始 さ れ ま し た 。

　 成 年 後 見 制 度 と は 、 認 知 症 、 知 的 障 害 、 精 神 障 害 、 発 達 障 害 な ど で 物 事 を 判 断 す る 能 力 が 十 分 で な い 方 に つ い

て 、 本 人 の 権 利 を 守 る 援 助 者 （ 成 年 後 見 人 等 ） を 選 ぶ こ と で 、 本 人 を 法 律 的 に 支 援 す る 制 度 で す 。

　 成 年 後 見 制 度 は 、 ① 任 意 後 見 制 度 と ② 法 定 後 見 制 度 に 分 け ら れ ま す 。

① 任 意 後 見 制 度 は 、 本 人 に 十 分 な 判 断 能 力 が あ る う ち に 、 判 断 能 力 が 低 下 し た 場 合 に は あ ら か じ め 本 人 が 選 ん だ

人 （ 任 意 後 見 人 ） に 、 代 わ り に し て も ら い た い こ と を 契 約 （ 任 意 後 見 契 約 ） で 決 め て お く 制 度 で あ る た め 、 自 身 で 選 ん

だ 信 頼 で き る 人 に 様 々 な 手 続 き を 任 せ る こ と が で き 、 本 人 の 意 思 が 反 映 で き る 制 度 で す 。

② 法 定 後 見 制 度 は 、 本 人 の 判 断 能 力 が 不 十 分 に な っ た 場 合 に 、 家 庭 裁 判 所 で 成 年 後 見 人 等 が 選 ば れ る 制 度 で 、 本

人 の 判 断 能 力 の 程 度 に 応 じ て 「 後 見 」「 保 佐 」「 補 助 」 の ３ 種 類 が あ り ま す 。

成 年 後 見 制 度 に つ い て
成 年 後 見 制 度 に つ い て

○ 申 立 て
　 成 年 後 見 制 度 を 利 用 す る に は 、 家 庭 裁 判 所 へ の 申 立 て が 必 要 で す 。 申 立 て の 前 に 地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー や 市 町 村 の 中 核 機 関 、 権 利 擁 護 セ ン タ ー 、 成 年 後 見 制 度 の 関 わ る 専 門 職 団 体 （ 弁 護 士

会 ・ 司 法 書 士 会 ・ 社 会 福 祉 士 会 な ど ） に 制 度 の 利 用 に つ い て の 相 談 が で き ま す 。 申 立 て が で き る

人 は 、 本 人 、 配 偶 者 、 四 親 等 内 の 親 族 、 市 区 町 村 長 な ど で す 。 申 立 て に か か る 費 用 は 、 家 庭 裁 判

所 に 収 め る 印 紙 代 、 切 手 代 と 診 断 書 料 （ 病 院 等 へ 支 払 う ） 、 必 要 に 応 じ て 鑑 定 料 な ど が あ り ま

す 。 有 料 で 弁 護 士 や 司 法 書 士 へ 申 立 て 書 類 の 作 成 を 依 頼 す る こ と も で き ま す 。

○ 成 年 後 見 人 等 の 業 務
　 成 年 後 見 人 等 が 選 任 さ れ る と 、 本 人 の 生 活 状 況 や 今 後 の 生 活 上 の 希 望 な ど を 確 認 し た う え で 、

後 見 、 保 佐 、 補 助 の 類 型 に 応 じ 、 権 限 を 有 す る 範 囲 内 で 必 要 な 手 続 き （ 金 融 機 関 や 年 金 や 保 険 、

福 祉 サ ー ビ ス 等 ） を し な が ら 、 本 人 の 生 活 の 支 援 を し ま す 。 成 年 後 見 人 等 は 、 就 任 後 １ か 月 と そ

の 後 １ 年 ご と に 家 庭 裁 判 所 へ 後 見 等 事 務 の 報 告 が 求 め ら れ 、 家 庭 裁 判 所 で 適 切 に 後 見 等 事 務 を

行 っ て い る か 確 認 さ れ ま す 。 成 年 後 見 人 等 が 家 庭 裁 判 所 に

報 酬 付 与 の 申 立 て を 行 っ た 場 合 に は 、 家 庭 裁 判 所 が 定 め た

報 酬 を 本 人 の 財 産 か ら 受 け 取 り ま す 。 （ 家 庭 裁 判 所 の 許 可

な く 受 け る こ と は で き ま せ ん ）

○ 成 年 後 見 等 の 終 了
　 成 年 後 見 人 等 の 仕 事 は 、 本 人 が 病 気 な ど か ら 回 復 し 判 断

能 力 を 取 り 戻 す か 、 亡 く な る ま で 続 き ま す 。

　 成 年 後 見 人 等 に は 、 本 人 の 意 向 を 尊 重 し 、 安 定 し た 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 本 人 の 身 上 に 配

慮 す る 義 務 が あ り ま す 。 ま た 、 成 年 後 見 人 等 の 意 思 で は な く 、 本 人 の 意 思 が 尊 重 さ れ る よ う 本 人 の

意 思 決 定 の 支 援 も 求 め ら れ て い ま す 。

家 庭 裁 判 所 パ ン フ レ ッ ト よ り 抜 粋

② 法 定 後 見 制 度 の ３ 種 類

成 年 後 見 制 度 に つ い て の お 問 い 合 わ せ 先

成 年 後 見 制 度 の 利 用 や
申 立 て に つ い て の ご 相 談

h t t p s: / / w w w. c o u r t s. g o.j p / s ai b a n / k o u k e n p /

成 年 後 見 制 度 の 申 立 て や
手 続 き の ご 案 内

各 市 区 町 村 の 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー ま た は 社 会 福 祉 協 議 会

裁  判  所  ウ  ェ  ブ  サ  イ ト （  後  見  ポ  ー  タ ル  サ  イ ト ）

※ 障 害 者 の 方 の 相 談 窓 口 は 、 市 区 町 村 お よ び 市 区 町 村 が 委 託 し た 指 定 相 談 支 援 事 業 者 と な り ま す 。
※ 市 区 町 村 に 中 核 機 関 が 設 置 さ れ て い る 場 合 は 、 そ ち ら も 利 用 で き ま す 。
※ 相 談 窓 口 の 連 絡 先 な ど に つ い て は 、 各 市 区 町 村 の 窓 口 に お た ず ね く だ さ い 。
※ 法 定 後 見 制 度 を 利 用 す る 際 に 必 要 な 経 費 を 助 成 し て い る 市 区 町 村 も あ り ま す 。 く わ し く は 、 各 市 区 町 村 の 窓 口 に お た ず ね く だ さ い 。

※ 手 続 き の ご 説 明 の ほ か 、 最 寄 り の 家 庭 裁 判 所 や 申 立 書 書 式 等 を ご 紹 介 し て い ま す 。

後  見  ポ  ー  タ ル  サ  イ ト

成 年 後 見 制 度 に つ い て

せ い ね ん こ う け ん せ い ど

補 助
ほ じ ょ

補 佐
ほ さ

後 見
こ う け ん

対  象 と な る  方
判 断 能 力 が

不 十 分 な 方

判 断 能 力 が

著 し く 不 十 分 な 方

判 断 能 力 が

欠 け て い る の が

通 常 の 状 態 の 方

成 年 後 見 人 等 が

同  意 ま た は  取 り 消 す

こ と が  で き る  行  為

（ ※ １ ）

せ い ね ん こ う け ん に ん

申 立 て に よ り 裁 判 所

が 定 め る 行 為 （ ※ ２ ）

借 金 、 相 続 の 承 認 な ど 、

民 法 1 3 条 １ 項 記 載 の

行 為 の ほ か 、 申 立 て に

よ り 裁 判 所 が 定 め る

行 為

原 則 と し て す べ て の

法 律 行 為

申 立 て に よ り 裁 判 所

が 定 め る 行 為

申 立 て に よ り 裁 判 所

が 定 め る 行 為

原 則 と し て す べ て の

法 律 行 為

成 年 後 見 人 等 が

代  理  す  る こ と が

で き る 行 為 （ ※ ３ ）

せ い ね ん こ う け ん に ん

① 任 意 後 見 制 度

任 意 後 見 契 約 の 効 力 発 生
に ん い こ う け ん け い や く

任 意 後 見 監 督 人 の 選 任
に ん い こ う け ん か ん と く に ん

家 庭 裁 判 所 に 任 意 後 見

監 督 人 選 任 の 申 立 て

に ん い こ う け ん

か ん と く に ん

判 断 能 力 の 低 下

任 意 後 見 契 約 締 結
に ん い こ う け ん け い や く

福 祉 サ ー ビ ス 紹 介 成 年 後 見 制 度 に つ い て 、 真 木 佐 江 子 ソ ー シ ャ ル ワ ー 　 カ ー 事 務 所 の 社 会 福 祉 士 　 真 木 佐 江 子 氏 に お 聞 き し ま し た 。
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　 成 年 後 見 制 度 は 、1 9 9 9 年 の 民 法 改 正 に よ り そ れ ま で の 禁 治 産 制 度 に か わ り 、2 0 0 0 年 ４ 月 １ 日 に 開 始 さ れ ま し た 。

　 成 年 後 見 制 度 と は 、 認 知 症 、 知 的 障 害 、 精 神 障 害 、 発 達 障 害 な ど で 物 事 を 判 断 す る 能 力 が 十 分 で な い 方 に つ い

て 、 本 人 の 権 利 を 守 る 援 助 者 （ 成 年 後 見 人 等 ） を 選 ぶ こ と で 、 本 人 を 法 律 的 に 支 援 す る 制 度 で す 。

　 成 年 後 見 制 度 は 、 ① 任 意 後 見 制 度 と ② 法 定 後 見 制 度 に 分 け ら れ ま す 。

① 任 意 後 見 制 度 は 、 本 人 に 十 分 な 判 断 能 力 が あ る う ち に 、 判 断 能 力 が 低 下 し た 場 合 に は あ ら か じ め 本 人 が 選 ん だ

人 （ 任 意 後 見 人 ） に 、 代 わ り に し て も ら い た い こ と を 契 約 （ 任 意 後 見 契 約 ） で 決 め て お く 制 度 で あ る た め 、 自 身 で 選 ん

だ 信 頼 で き る 人 に 様 々 な 手 続 き を 任 せ る こ と が で き 、 本 人 の 意 思 が 反 映 で き る 制 度 で す 。

② 法 定 後 見 制 度 は 、 本 人 の 判 断 能 力 が 不 十 分 に な っ た 場 合 に 、 家 庭 裁 判 所 で 成 年 後 見 人 等 が 選 ば れ る 制 度 で 、 本

人 の 判 断 能 力 の 程 度 に 応 じ て 「 後 見 」「 保 佐 」「 補 助 」 の ３ 種 類 が あ り ま す 。

成 年 後 見 制 度 に つ い て
成 年 後 見 制 度 に つ い て

○ 申 立 て
　 成 年 後 見 制 度 を 利 用 す る に は 、 家 庭 裁 判 所 へ の 申 立 て が 必 要 で す 。 申 立 て の 前 に 地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー や 市 町 村 の 中 核 機 関 、 権 利 擁 護 セ ン タ ー 、 成 年 後 見 制 度 の 関 わ る 専 門 職 団 体 （ 弁 護 士

会 ・ 司 法 書 士 会 ・ 社 会 福 祉 士 会 な ど ） に 制 度 の 利 用 に つ い て の 相 談 が で き ま す 。 申 立 て が で き る

人 は 、 本 人 、 配 偶 者 、 四 親 等 内 の 親 族 、 市 区 町 村 長 な ど で す 。 申 立 て に か か る 費 用 は 、 家 庭 裁 判

所 に 収 め る 印 紙 代 、 切 手 代 と 診 断 書 料 （ 病 院 等 へ 支 払 う ） 、 必 要 に 応 じ て 鑑 定 料 な ど が あ り ま

す 。 有 料 で 弁 護 士 や 司 法 書 士 へ 申 立 て 書 類 の 作 成 を 依 頼 す る こ と も で き ま す 。

○ 成 年 後 見 人 等 の 業 務
　 成 年 後 見 人 等 が 選 任 さ れ る と 、 本 人 の 生 活 状 況 や 今 後 の 生 活 上 の 希 望 な ど を 確 認 し た う え で 、

後 見 、 保 佐 、 補 助 の 類 型 に 応 じ 、 権 限 を 有 す る 範 囲 内 で 必 要 な 手 続 き （ 金 融 機 関 や 年 金 や 保 険 、

福 祉 サ ー ビ ス 等 ） を し な が ら 、 本 人 の 生 活 の 支 援 を し ま す 。 成 年 後 見 人 等 は 、 就 任 後 １ か 月 と そ

の 後 １ 年 ご と に 家 庭 裁 判 所 へ 後 見 等 事 務 の 報 告 が 求 め ら れ 、 家 庭 裁 判 所 で 適 切 に 後 見 等 事 務 を

行 っ て い る か 確 認 さ れ ま す 。 成 年 後 見 人 等 が 家 庭 裁 判 所 に

報 酬 付 与 の 申 立 て を 行 っ た 場 合 に は 、 家 庭 裁 判 所 が 定 め た

報 酬 を 本 人 の 財 産 か ら 受 け 取 り ま す 。 （ 家 庭 裁 判 所 の 許 可

な く 受 け る こ と は で き ま せ ん ）

○ 成 年 後 見 等 の 終 了
　 成 年 後 見 人 等 の 仕 事 は 、 本 人 が 病 気 な ど か ら 回 復 し 判 断

能 力 を 取 り 戻 す か 、 亡 く な る ま で 続 き ま す 。

　 成 年 後 見 人 等 に は 、 本 人 の 意 向 を 尊 重 し 、 安 定 し た 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 本 人 の 身 上 に 配

慮 す る 義 務 が あ り ま す 。 ま た 、 成 年 後 見 人 等 の 意 思 で は な く 、 本 人 の 意 思 が 尊 重 さ れ る よ う 本 人 の

意 思 決 定 の 支 援 も 求 め ら れ て い ま す 。

家 庭 裁 判 所 パ ン フ レ ッ ト よ り 抜 粋

② 法 定 後 見 制 度 の ３ 種 類

成 年 後 見 制 度 に つ い て の お 問 い 合 わ せ 先

成 年 後 見 制 度 の 利 用 や
申 立 て に つ い て の ご 相 談

h t t p s: / / w w w. c o u r t s. g o.j p / s ai b a n / k o u k e n p /

成 年 後 見 制 度 の 申 立 て や
手 続 き の ご 案 内

各 市 区 町 村 の 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー ま た は 社 会 福 祉 協 議 会

裁  判  所  ウ  ェ  ブ  サ  イ ト （  後  見  ポ  ー  タ ル  サ  イ ト ）

※ 障 害 者 の 方 の 相 談 窓 口 は 、 市 区 町 村 お よ び 市 区 町 村 が 委 託 し た 指 定 相 談 支 援 事 業 者 と な り ま す 。
※ 市 区 町 村 に 中 核 機 関 が 設 置 さ れ て い る 場 合 は 、 そ ち ら も 利 用 で き ま す 。
※ 相 談 窓 口 の 連 絡 先 な ど に つ い て は 、 各 市 区 町 村 の 窓 口 に お た ず ね く だ さ い 。
※ 法 定 後 見 制 度 を 利 用 す る 際 に 必 要 な 経 費 を 助 成 し て い る 市 区 町 村 も あ り ま す 。 く わ し く は 、 各 市 区 町 村 の 窓 口 に お た ず ね く だ さ い 。

※ 手 続 き の ご 説 明 の ほ か 、 最 寄 り の 家 庭 裁 判 所 や 申 立 書 書 式 等 を ご 紹 介 し て い ま す 。

後  見  ポ  ー  タ ル  サ  イ ト

成 年 後 見 制 度 に つ い て

せ い ね ん こ う け ん せ い ど

補 助
ほ じ ょ

補 佐
ほ さ

後 見
こ う け ん

対  象 と な る  方
判 断 能 力 が

不 十 分 な 方

判 断 能 力 が

著 し く 不 十 分 な 方

判 断 能 力 が

欠 け て い る の が

通 常 の 状 態 の 方

成 年 後 見 人 等 が

同  意 ま た は  取 り 消 す

こ と が  で き る  行  為

（ ※ １ ）

せ い ね ん こ う け ん に ん

申 立 て に よ り 裁 判 所

が 定 め る 行 為 （ ※ ２ ）

借 金 、 相 続 の 承 認 な ど 、

民 法 1 3 条 １ 項 記 載 の

行 為 の ほ か 、 申 立 て に

よ り 裁 判 所 が 定 め る

行 為

原 則 と し て す べ て の

法 律 行 為

申 立 て に よ り 裁 判 所

が 定 め る 行 為

申 立 て に よ り 裁 判 所

が 定 め る 行 為

原 則 と し て す べ て の

法 律 行 為

成 年 後 見 人 等 が

代  理  す  る こ と が

で き る 行 為 （ ※ ３ ）

せ い ね ん こ う け ん に ん

① 任 意 後 見 制 度

任 意 後 見 契 約 の 効 力 発 生
に ん い こ う け ん け い や く

任 意 後 見 監 督 人 の 選 任
に ん い こ う け ん か ん と く に ん

家 庭 裁 判 所 に 任 意 後 見

監 督 人 選 任 の 申 立 て

に ん い こ う け ん

か ん と く に ん

判 断 能 力 の 低 下

任 意 後 見 契 約 締 結
に ん い こ う け ん け い や く

福 祉 サ ー ビ ス 紹 介 成 年 後 見 制 度 に つ い て 、 真 木 佐 江 子 ソ ー シ ャ ル ワ ー 　 カ ー 事 務 所 の 社 会 福 祉 士 　 真 木 佐 江 子 氏 に お 聞 き し ま し た 。

　 ご 本 人 に 十 分 な 判 断 能 力 が あ る う ち に 、 判 断 能 力 が 低 下 し た 場 合 に は 、 あ ら か じ め ご 本 人 自 ら が 選 ん だ

人 （ 任
に ん

意
い

後
こ う

見
け ん

人
に ん

） に 、 代 わ り に し て も ら い た い こ と を 契 約 （ 任
に ん

意
い

後
こ う

見
け ん

契
け い

約
や く

） で 決 め て お く 制 度 で す 。

　 任
に ん

意
い

後
こ う

見
け ん

契
け い

約
や く

は 、 公
こ う

証
し ょ う

人
に ん

の 作 成 す る 公
こ う

正
せ い

証
し ょ う

書
し ょ

に

よ っ て 結 ぶ も の と さ れ て い ま す の で 、 そ の 手 続 や 費

用 に つ い て は 、 最 寄 り の 公
こ う

証
し ょ う

役
や く

場
ば

に お た ず ね く だ さ

い 。

　 ご 本 人 の 判 断 能 力 が 低 下 し た 場 合 に 、 家 庭 裁 判 所

で 任
に ん

意
い

後
こ う

見
け ん

監
か ん

督
と く

人
に ん

が 選 任 さ れ て 初 め て 任
に ん

意
い

後
こ う

見
け ん

契
け い

約
や く

の 効 力 が 生 じ ま す 。 こ の 手 続 を 申 し 立 て る こ と

が で き る の は 、 ご 本 人 や そ の 配 偶 者 、 四

親
し ん

等
と う

内 の 親 族 、 任
に ん

意
い

後
こ う

見
け ん

受
じ ゅ

任
に ん

者
し ゃ

（ 任 意 後

見 人 と な る 方 ） で す 。

※ ご 本 人 以 外 の 方 の 申 立 て に よ り 任 意 後 見 監 督 人

の 選 任 の 審 判 を す る 場 合 に は 、 ご 本 人 の 同 意 が

必 要 で す 。 た だ し 、 ご 本 人 が 意 思 を 表 示 す る こ

と が で き な い と き は 必 要 あ り ま せ ん 。
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※ 各 施 設 の 行 事 は 、 感 染 症 対 策 を 行 っ て 実 施 し て お り ま す 。

　 夏 祭 り 週 間 と し て 、 「 ヨ ー ヨ ー 釣 り 」 、 「 射 的 」 、 「 ビ ン ゴ 大 会 」 を 行 い

ま し た 。 「 盆 踊 り 」 で は 、 手 作 り の う ち わ や 銭 太 鼓 を 使 っ て 、 ご 利 用 者 も

参 加 さ れ 、 楽 し い ひ と 時 を 過 ご さ れ て い ま し た 。

お や つ に は 、 「 た

こ  焼  き  」 や 「  ア  イ

ス  ク  リ  ー  ム  」 を  食

べ  ら  れ  、 夏  祭  り  の

気  分  を  味  わ  っ て  い

た だ き ま し た 。

夏 祭 り 週 間

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 日 本 原 荘 2 0 2 5

8 8

8
～

6

　 北 稜 中 学 校 、 津 山 工 業 高 校 ・ 津 山 東 高 校 に 通 う 1 0 名 の 学 生 さ ん が 、

夏 の ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 に 参 加 し て く だ さ い ま し た 。 体 験 の 中 で 車 イ

ス 操 作 を 学 び 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 の 時 間 を 一 緒 に 過 ご し て い t だ

き ま し た 。 こ の 経 験 が 自 信 と な り 、

さ ら に 積 極 的 に

行 動 す る き っ か

け に な れ ば と 思

い ま す 。

夏 の ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 2 0 2 5

介 護 老 人 保 健 施 設 津  山 ナ ー シ ン グ ホ ー ム 2 0 2 5

8
1 4

7

～
2 4

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 輪 投 げ車 イ ス 操 作 学 習

デ イ ケ ア ご 利 用 者 作 品デ イ ケ ア ご 利 用 者 作 品デ イ ご 利 用 者 作 品

ご 利 用 者 の 作 品

美  作  高  校  か ら 実  習  生  受 け 入 れ

総 合 ケ ア サ ー ビ ス セ ン タ ー か つ た 2 0 2 5

7
1 8

　 ７ 月 よ り 美  作  高  校  か ら の

実  習  生 ２ 名 を 受 け 入 れ て い

ま す 。 感 染 拡 大 を 予 防 す る

た め に 防 護 服 の 着 用 な ど の

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、

参  加 し て い た  だ  き ま し た  。

タ オ ル  の ご  寄  贈

軽 費 老 人 ホ ー ム 第 ２ 日 本  原  荘 2 0 2 5

6
2 3

第 ２ 日 本 原 荘 事 務 所 前 に て

　 理 美 容 協 会 か ら タ オ ル を 寄 贈 し

て い た だ き ま し た 。

　 き っ か け は 雑 巾 が 足 り な く な っ

て き た と 職 員 が 言 っ た 一 言 が 、 ご

利 用 者 が 以 前 在 籍 さ れ て い た 理 美

容 協 会 に つ な が り 、 使 用 済 み タ オ

ル を い た だ け る こ と に な り ま し た 。

　 施 設 の 環 境 整 備 に 大 切 に 使 わ せ

て い た だ き ま す 。

百 歳 記 念 式 典

　 高 山 美 代 子 様 が 1 0 0 歳 と い う ご 長 寿 の 節 目 を 迎 え

ら れ ま し た 。 当 日 は 、 市 長 よ り 心 温 ま る お 祝 い の 言

葉 と 記 念 品 が 贈 ら れ 、 職 員 一 同 か ら は 花 束 を お 渡 し

し ま し た 。 周 囲 か ら 拍 手 と 祝 福 に 包 ま れ 、 ご 本 人 も

笑 顔 で 感 謝 の 気 持 ち を 伝 え ら れ ま し た 。 ご 家 族 も 同

席 さ れ 、 記 念 撮 影 も 行 わ れ ま し た 。 1 0 0 年 と い う 歳

月 の 重 み を 感 じ な が ら 、

皆 で そ の 健 や か な 歩 み に

敬 意 を 表 し 、 心 温 ま る ひ

と と き を 共 有 し ま し た 。

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 日 本 原 荘
高 山 美 代 子 様

　 長 畑 三 恵 様 の 1 0 0 歳 の お 祝 い を 執 り 行 い ま し た 。

美 作 市 よ り 萩 原 市 長 が 来 所 さ れ 、 記 念 品 の 贈 呈 と お

祝 い の 言 葉 を い た だ き ま し た 。

　 娘 様 ご 夫 婦 と 大 阪 か ら 長 男 様 ・ 東 京 か ら お 孫 様 と

ひ 孫 様 も 来 所 さ れ 、 長 畑 様 も 来 ら れ な か っ た ひ 孫 様

か ら お 手 紙 を 受 け 取 り 、 終 始 満 面 の 笑 顔 で し た 。

総  合 ケ ア サ ー ビ ス セ ン タ ー  か つ た
長 畑 　 三 恵 様
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